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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　土木工事現場から発生する排泥水に（ａ）原液のまま分散された状態の分散液状（メタ
）アクリル系水溶性高分子凝集剤、（ｂ）フライアッシュ、（ｃ）セメント、（ｄ）重金
属溶出を防止するためのキレート剤を必須成分として添加して造粒することを特徴とする
排泥水の改質固化方法。
【請求項２】
　前記排泥水が比重が１．２以下の高含水比の排泥水であることを特徴とする請求項１に
記載の排泥水の改質固化方法。
【請求項３】
　前記フライアッシュを、排泥水１ｍ3 に対し５００～１５００Ｋｇ添加することを特徴
とする請求項１あるいは請求項２に記載の排泥水の改質固化方法。
【請求項４】
　前記セメントを、排泥水１ｍ3 に対し、５０～５００Ｋｇ添加することを特徴とする請
求項１から請求項３のいずれかに記載の排泥水の改質固化方法。
【請求項５】
　土木工事現場から発生する排泥水に（ａ）原液のまま分散された状態の分散液状（メタ
）アクリル系水溶性高分子凝集剤、（ｂ）フライアッシュ、（ｃ）セメント、（ｄ）重金
属溶出を防止するためのキレート剤を必須成分として添加して改質固化した造粒土を、埋
め戻し材あるいは造成用土として再利用することを特徴とする改質固化土の使用方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、排泥水の改質固化方法および改質固化土の使用方法に関するものであり、さ
らに詳しくは推進工事など土木工事現場から発生する高含水比排泥水を改質造粒する改質
固化方法および改質した造粒土を再利用する使用方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　土木工事で掘削工事を行った場合、埋め戻し材として山砂などが用いられてきたが、近
年、自然保護などの観点から山砂の採取が制限されるなど埋め戻し材として入手が難しく
なった。
　また、掘削時の残土を保管しておき随時現場に運んで埋め戻し材として使用するのも、
市街地では近隣からの苦情などや空き地の確保が難しい。
【０００３】
　従来、高含水比の排泥水はフィルタープレスなどの脱水機により脱水処理されることが
通常であった。しかし、脱水ケーキは固く通気性がないことから植物の生育基盤材などに
利用するには不適である。さらに水を含むと柔らかい粘土となり埋め戻し地盤として用い
ることはできず、脱水ケーキは産業廃棄物として処理されるしかなかった。また泥水中に
は、ベントナイト、ＣＭＣ、ポリカルボン酸などを含み脱水処理するには多量の薬剤を必
要とする問題があった。
【０００４】
　そこで、例えば、環境に害のないように処理する方法として、ボーリング排泥水に水溶
性金属塩を添加した後、脱水する方法が提案されている（特許文献１参照）。
　また、処理土が増加しないようにするために、高含水率泥水、泥土または汚泥に比較的
乾燥した泥や砂を混合する前処理を行なう方法が提案されている（特許文献２参照）。
　しかし、これらの方法は、泥水を脱水する操作が含まれること、あるいは乾燥土を添加
するため処理土がどうしても増加してしまうなどの問題があった。
【０００５】
　一方、排泥水に有機高分子凝集剤を添加して凝集させることが知られており、例えば高
含水比の建設汚泥、汚泥並びにこれらの脱水ケーキに焼却灰、石炭灰などを混入した被処
理物に添加剤として高分子ポリマーなどを添加して特定の構造を有するミキサによって混
練し、盛土、覆土用資材、ドレーン材などとして使用可能な粒状物を製造する方法が開示
されている（特許文献３参照）。また用いる有機高分子凝集剤の製品形態は、油中水型エ
マルジョン重合品あるいは塩水中分散重合品などが知られており、油中水型エマルジョン
の製造法（例えば、特許文献４、特許文献５、特許文献６参照）および塩水溶液中分散液
の製造法（例えば、特許文献７、特許文献８参照）も公知である。
【特許文献１】特開平１１－１８８３９２号公報
【特許文献２】特開２００１－１２１１５９号公報
【特許文献３】特公昭３４－１０６４４号公報
【特許文献４】特開２００３－１２９７号公報
【特許文献５】特公昭５２－３９４１７号公報
【特許文献６】特公昭５５－４５７８３号公報
【特許文献７】特公昭４６－１４９０７号公報
【特許文献８】特開昭６２－２０５１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の第１の目的は、従来の問題を解決し、従来産業廃棄物として処理するしかなか
った推進工事など土木工事現場から発生する高含水比の排泥水を、脱水することなく、あ
るいは乾燥土を添加して処理土を増加させることなく、またどのような構造のミキサでも
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使用可能である簡便な操作により改質造粒する改質固化方法を提供することであり、
　本発明の第２の目的は、このようにして改質固化した造粒土を再利用する使用方法を提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者等は、前記課題を解決すべく鋭意研究に努めた結果、高含水比の排泥水に、有
機系高分子凝集剤、フライアッシュ、セメント、重金属溶出を防止するためのキレート剤
を必須成分として添加し混合・攪拌すると、見かけ上水が無くなったようにバサバサの状
態となり造粒化され、これを放置することで、造粒土の強度が増加するので埋め戻し用土
や造成用土として再利用できることを見いだし、本発明を完成するに至った。
【０００８】
　すなわち、前記課題を解決するための本発明の請求項１の排泥水の改質固化方法は、土
木工事現場から発生する排泥水に（ａ）原液のまま分散された状態の分散液状（メタ）ア
クリル系水溶性高分子凝集剤、（ｂ）フライアッシュ、（ｃ）セメント、（ｄ）重金属溶
出を防止するためのキレート剤を必須成分として添加して造粒することを特徴とする。
【０００９】
　本発明の請求項２の排泥水の改質固化方法は、請求項１記載の排泥水の改質固化方法に
おいて、前記排泥水が比重が１．２以下の高含水比の排泥水であることを特徴とする。
【００１０】
　本発明の請求項３の排泥水の改質固化方法は、請求項１あるいは請求項２記載の排泥水
の改質固化方法において、前記フライアッシュを、排泥水１ｍ3 に対し５００～１５００
Ｋｇ添加することを特徴とする。
【００１１】
　本発明の請求項４の排泥水の改質固化方法は、請求項１から請求項３のいずれかに記載
の排泥水の改質固化方法において、前記セメントを、排泥水１ｍ3 に対し、５０～５００
Ｋｇ添加することを特徴とする。
【００１２】
　本発明の請求項５は、土木工事現場から発生する排泥水に（ａ）原液のまま分散された
状態の分散液状（メタ）アクリル系水溶性高分子凝集剤、（ｂ）フライアッシュ、（ｃ）
セメント、（ｄ）重金属溶出を防止するためのキレート剤を必須成分として添加して改質
固化した造粒土を、埋め戻し材あるいは造成用土として再利用することを特徴とする改質
固化土の使用方法である。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の請求項１の排泥水の改質固化方法は、土木工事現場から発生する排泥水に（ａ
）原液のまま分散された状態の分散液状（メタ）アクリル系水溶性高分子凝集剤、（ｂ）
フライアッシュ、（ｃ）セメント、（ｄ）重金属溶出を防止するためのキレート剤を必須
成分として添加して造粒することを特徴とするものであり、
　土木工事現場から発生する排泥水に、（ａ）原液のまま分散された状態の分散液状（メ
タ）アクリル系水溶性高分子凝集剤、（ｂ）フライアッシュ、（ｃ）セメント、（ｄ）重
金属溶出を防止するためのキレート剤を必須成分として添加して混合・攪拌すると、排泥
水中のシルト、粘土分などの微粒子が凝集しフロックの空隙に水が取り込まれ見かけ上、
水が無くなったようにバサバサの状態となり造粒化できる、という顕著な効果を奏する。
　また分散液状（メタ）アクリル系水溶性高分子凝集剤を使用することにより、液中に高
分子量の（メタ）アクリル系水溶性高分子が微粒状に分散しているので、水により希釈な
どせず原液のまま分散された状態で用いることができ、どのような構造のミキサでも容易
に混練することができ、その結果、従来、産業廃棄物として処理するしかなかった推進工
事など土木工事現場から発生する高含水比の排泥水を、脱水することなく、あるいは乾燥
土を添加して処理土を増加させることなく、簡便な操作により改質固化して造粒すること
ができ、このようにして改質固化した造粒土を放置することで、セメントとフライアッシ
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ュの水和反応により造粒土の強度が増し、締め固めによる土耐力もあって埋め戻し用土や
造成用土として再利用できる、という顕著な効果を奏する。
　また、重金属溶出を防止するためのキレート剤を必須成分として添加することにより排
泥水中に重金属が含有されていてもこのキレート剤によって固定化され重金属溶出を防止
することができ、改質固化して造粒した後、造粒物から重金属が溶出してくる恐れがなく
二次汚染を防止することができる、という顕著な効果を奏する。
【００１４】
　本発明の請求項２の排泥水の改質固化方法は、請求項１記載の排泥水の改質固化方法に
おいて、前記排泥水が比重が１．２以下の高含水比の排泥水であることを特徴とするもの
であり、比重が１．２以下の高含水比の排泥水であっても、良好に造粒化できる、という
さらなる顕著な効果を奏する。
【００１５】
　本発明の請求項３の排泥水の改質固化方法は、請求項１あるいは請求項２記載の排泥水
の改質固化方法において、前記フライアッシュを、排泥水１ｍ3 に対し５００～１５００
Ｋｇ添加することを特徴とするものであり、この添加範囲内において、簡単な操作により
、良好に改質固化させて造粒化できる、というさらなる顕著な効果を奏する。
【００１６】
　本発明の請求項４の排泥水の改質固化方法は、請求項１から請求項３のいずれかに記載
の排泥水の改質固化方法において、前記セメントを、排泥水１ｍ3 に対し、５０～５００
Ｋｇ添加することを特徴とするものであり、この添加範囲内において、簡単な操作により
、良好に改質固化させて造粒化できる、というさらなる顕著な効果を奏する。
【００１７】
　本発明の請求項５は、土木工事現場から発生する排泥水に（ａ）原液のまま分散された
状態の分散液状（メタ）アクリル系水溶性高分子凝集剤、（ｂ）フライアッシュ、（ｃ）
セメント、（ｄ）重金属溶出を防止するためのキレート剤を必須成分として添加して改質
固化した造粒土を、埋め戻し材あるいは造成用土として再利用することを特徴とする改質
固化土の使用方法であり、
　土木工事現場から発生する排泥水に、（ａ）原液のまま分散された状態の分散液状（メ
タ）アクリル系水溶性高分子凝集剤、（ｂ）フライアッシュ、（ｃ）セメント、（ｄ）重
金属溶出を防止するためのキレート剤を必須成分として添加して混合・攪拌すると、排泥
水中のシルト、粘土分などの微粒子が凝集しフロックの空隙に水が取り込まれ見かけ上、
水が無くなったようにバサバサの状態となり容易に造粒化できる、という顕著な効果を奏
する。
　また分散液状（メタ）アクリル系水溶性高分子凝集剤を使用することにより、液中に高
分子量の（メタ）アクリル系水溶性高分子が微粒状に分散しているので、水により希釈な
どせず原液のまま分散された状態で用いることができ、どのような構造のミキサでも容易
に混練することができ、その結果、従来、産業廃棄物として処理するしかなかった推進工
事など土木工事現場から発生する高含水比の排泥水を、脱水することなく、あるいは乾燥
土を添加して処理土を増加させることなく、簡便な操作により改質固化して容易に造粒す
ることができる、という顕著な効果を奏する。
　また、このようにして改質固化した造粒土を放置することで、セメントとフライアッシ
ュの水和反応により造粒土の強度が増し、締め固めによる土耐力もあって埋め戻し用土や
造成用土として再利用でき、また、重金属溶出を防止するためのキレート剤を必須成分と
して添加することにより排泥水中に重金属が含有されていてもこのキレート剤によって固
定化され重金属溶出を防止することができ、改質固化して造粒した後、造粒物から重金属
が溶出してくる恐れがなく二次汚染を防止することができる、という顕著な効果を奏する
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本発明において、排泥水に添加する有機高分子凝集剤は特に限定されないが、分散液状
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アクリル系高分子凝集剤は特に好ましく使用できる。すなわち分散液状アクリル系高分子
凝集剤は油中水型エマルジョン重合品あるいは塩水中分散重合品などであり、液中に高分
子量のアクリル系水溶性高分子が微粒状に分散しているので、水により希釈などせず原液
のまま分散された状態で用いることができ、どのような構造のミキサでも容易に混練する
ことができる。油中水型エマルジョン分散液の製造法は前記特許文献４～６に記載されて
おり、塩水溶液中分散液の製造法は前記特許文献７～８に記載されている。
【００１９】
　本発明に好ましく用いられる（メタ）アクリル系高分子凝集剤は、（メタ）アクリル系
水溶性高分子である。化学的な組成としてはイオン性水溶性モノマーの（共）重合体ある
いはイオン性水溶性モノマーと非イオン性水溶性モノマーとの共重合体である。
【００２０】
　本発明においては、３～１００モル％のイオン性水溶性モノマーと０～９７モル％の非
イオン性水溶性との共重合体が好ましく使用できる。
【００２１】
　イオン性水溶性モノマーとしては、ジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリレートの
塩および／またはその四級化物、ジアルキルアミノアルキル（メタ）アルリルアミドの塩
および／またはその四級化物などのアクリル系カチオンモノマー並びに（メタ）アクリル
酸またはその塩あるいは２－アクリルアミドアルキルスルホン酸塩などのアクリル系アニ
オンモノマーなどを挙げることができる。
　これらのイオン性水溶性モノマーは２種以上を併用でき、（メタ）アクリルアミドと共
重合することもできる。
【００２２】
　非イオン性水溶性モノマーとしては、（メタ）アクリルアミド、ジアセトンアクリルア
ミド、Ｎ－ビニルホルムアミド、Ｎ－ビニルアセトアミド、アクリロイルモルホリン、Ｎ
－ビニルピロリドンなどが挙げられ、最も好ましいのはアクリルアミドである。また２０
質量％以下の凝集に悪影響をおよぼさない範囲の量であれば、アクリロニトルのような疎
水性モノマーを共重合してもよい。
【００２３】
　上記アクリル系高分子凝集剤のうち特に好ましいのは、３～５０モル％のイオン性水溶
性モノマーと５０～９７モル％の非イオン性水溶性モノマーとの共重合体であり、さらに
好ましいのは３～５０モル％のアニオン性水溶性モノマーと５０～９７モル％の非イオン
性水溶性モノマーとの共重合体である（メタ）アクリル酸またはその塩あるいは２－アク
リルアミドアルキルスルホン酸塩などのアクリル系アニオンモノマーと非イオン性水溶性
モノマーとの共重合体である。
【００２４】
　これらの分散液状高分子凝集剤の分子量は、１００万以上、２０００万以下が好ましく
、凝集効果の点から、更に好ましくは、３００万以上、１５００万以下である。
　これらの分散液状高分子凝集剤は、水溶液で添加することも可能であるが、分散液で添
加することがより好ましい。また分散液中の水溶性高分子粒子は、粒径１００μｍ以下で
あることが好ましい。
　この範囲の粒径であると、分散液を水により希釈などせず、原液のまま分散された状態
で用いることができ、高含水率の排泥水に容易に添加混合することができるので本発明に
おいて好ましく使用できる。
【００２５】
　本発明で使用する分散液状有機高分子凝集剤の添加量は、特に限定されない。しかし、
凝集性および造粒性の観点から、通常ポリマー純分量として高含水率の排泥水１ｍ3 当た
り０．５～５Ｋｇ添加混合するすることが好ましく、特に好ましくは１．０～３．０Ｋｇ
を添加混合する。
【００２６】
　添加方法は、特に限定されない。しかし、通常強制攪拌ミキサーなどに高含水率の排泥
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水をキレート剤ととも入れて混合・攪拌し、その後分散液状高分子凝集剤を混合・攪拌し
て、さらにフライアッシュ、セメントを添加し混合・攪拌することが好ましい。
　本発明においては造粒するに際し、分散液状高分子凝集剤を使用するので攪拌ミキサー
は特に制限なく、どのようなタイプでも使用可能であり、連続ミキサー、強制攪拌ミキサ
ーなどの混合機を使用することが可能である。好ましく使用できるのは強制攪拌ミキサー
である。
【００２７】
　攪拌に伴い排泥水中のシルト、粘土分などの微粒子は凝集し、フロックの空隙に水が取
り込まれ、見かけ上、水が無くなったようにバサバサの状態となり造粒化される。
【００２８】
　そして、これを放置することで、セメントとフライアッシュの水和反応により造粒土の
強度が増し、締め固めによる土耐力もあって、産業廃棄物として処理することなく、埋め
戻し用土や造成用土として再利用できる。
　このように本発明の排泥水の改質固化方法は、操作が簡便で、しかも処理土の増加を極
力抑制できるため、非常に実用的な方法である。
【００２９】
　本発明において、排泥水に添加するフライアッシュは、泥水１ｍ3 に対し、５００～１
５００Ｋｇであることが好ましく、１０００～１５００Ｋｇであることがより好ましい。
この添加範囲内において、簡単な操作により、良好に改質固化させて造粒化できる。５０
０Ｋｇ未満では流動性があり改質固化しない恐れがあり、また１５００Ｋｇより多いと有
機系高分子凝集剤の添加を必要としないが、添加量が多すぎ、排泥水の量を増やすことに
なり、無駄が多くなり、不経済となる恐れがある。
【００３０】
　一方、本発明において、排泥水に添加するセメントは、排泥水１ｍ3 に対し、５０～５
００Ｋｇであることが好ましく、１００～３００Ｋｇであることがより好ましい。この添
加範囲内において、簡単な操作により良好に改質固化させて造粒化できる。５０Ｋｇ未満
では改質固化しない恐れがあり、また、５００Ｋｇより多いと不経済となる恐れがある。
【００３１】
　本発明で使用するキレート剤は、以下のようなものが使用できる。即ち、ジチオカルバ
ミン酸型キレート剤、チオ尿素型キレート剤、ポリアミン型キレート剤、イミノ２酢酸型
キレート剤、ピロリジン型キレート剤、イミン型キレート剤、ヒドロキシ酸などであり、
イミノ２酢酸型キレート剤には、エチレンジアミン四酢酸、トランス－１，２－シクロヘ
キサンジアミン四酢酸、グリコールエーテルジアミン四酢酸、ジエチレントリアミン五酢
酸、ニトリロ三酢酸などである。またヒドロキシ酸のクエン酸、リンゴ酸、酒石酸、グリ
コール酸、サリチル酸などがあり、その他シュウ酸、マレイン酸、フタル酸、クエン酸、
スルホサリチル酸、β－メルカプトプロピオン酸、チオグリコール酸、ジメルカプトプロ
ピオン酸などである。
【００３２】
　これらキレート剤は、他の添加剤との添加順序は任意に行うことができるが、排泥水に
上記キレート剤を添加・混合し、その後、分散液状高分子凝集剤を混合し、さらにフライ
アッシュとセメントを添加することが好ましい。また排泥水、フライアッシュ、セメント
、分散液状高分子凝集剤などを混練した固化造粒物に対するキレート剤の添加量は、０．
５～１０ｋｇ／ｍ3 （約０．０４～０．８質量％）であるが、好ましくは１～６ｋｇ／ｍ
3 （約０．０８～０．４８質量％）である。
【００３３】
　本発明において、排泥水に、分散液状有機系高分子凝集剤、フライアッシュ、セメント
、キレート剤以外に本発明の主旨を逸脱せず、作用効果を損なわない範囲で、無機系凝集
剤、山砂などを添加することができる。
【００３４】
　以下に実施例を示して本発明をさらに具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例に
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限定されるものではない。
　以下、％は質量％を示す。
【００３５】
（合成例１）
　攪拌機および温度制御装置を備えた反応槽に、沸点１９０℃ないし２３０℃のイソパラ
フィン１２６．０ｇおよびソルビタンモノオレート１２．０ｇを仕込んだ。脱イオン水２
１０．０ｇおよび８０％水溶液アクリル酸（ＡＡＣ）１７６．４ｇ、５０％水溶液アクリ
ルアミド（ＡＡＭ）２７８．４ｇを添加した後、水酸化ナトリウムの３５％水溶液２２４
．０ｇ（アクリル酸に対し当量）を液温が３０℃以上にならないように冷却しながら加え
中和した。単量体しこみ後のアクリルアミドとアクリル酸のモル比は５０：５０、濃度は
４０％である。その後ホモジナイザーにて１０００ｒｐｍで６０分間攪拌乳化した。得ら
れたエマルジョンにイソプロピルアルコール０．８４ｇ（対単量体０．０３％）を加え、
窒素置換の後、開始剤として２，２’－アゾビス［２－（５－メチル－２－イミダゾリン
－２－イル）プロパン］二塩化水素化物の１０％水溶液２．８ｇを加え、温度３３±１℃
に制御しながら重合反応を開始させ、５時間後、前記開始剤を０．５６ｇ追加し、さらに
５時間反応を継続し重合を完結させた。重合後、生成した油中水型エマルジョンに転相剤
としてポリオキシエチレントリデシルエーテル６．０ｇ（対液１．２％）を添加混合した
（試料－１）。また、静的光散乱法による分子量測定器（大塚電子社製ＤＬＳ－７０００
）によって重量平均分子量を測定すると分子量は１１００万であった。
【００３６】
（合成例２）
　攪拌機、還流冷却管、温度計および窒素導入管を備えた４つ口５００ｍｌセパラブルフ
ラスコに、脱イオン水１０７．７ｇ、硫酸アンモニウム４４．７ｇ、６０％水溶液アクリ
ル酸（ＡＡＣ）３２．７ｇ、５０％水溶液アクリルアミド（ＡＡＭ）９０．３ｇを添加し
た後、水酸化ナトリウムの３０％水溶液５．８ｇによりアクリル酸の１６モル％を中和し
た。この中に高分子分散剤として２－アクリルアミド２－メチルプロパンスルホン酸ナト
リウム重合体（２５％水溶液、８，３００ｍＰａ・ｓ）１５．６ｇ（対単量体６．０％）
を添加した。その後、攪拌しながら窒素導入管から窒素を導入し溶存酸素の除去を行う。
この間恒温水槽により３０℃に内部温度を調整する。窒素導入３０分後、０．１％のペル
オキソ二硫酸アンモニウムおよび亜硫酸水素アンモニウムの０．１％水溶液をそれぞれこ
の順で０．６ｇ（対単量体、９．４ｐｐｍ）添加し重合を開始させた。重合開始後、３時
間たったところで、前記開始剤をそれぞれ同量追加し、さらに６時間後にそれぞれ１．８
ｇを追加し１５時間で反応を終了した。この重合体のアクリル酸とアクリルアミドのモル
比は３０：７０であり、濃度は２０％、粘度は２４０ｍＰａ・ｓであった（試料－２）。
なお、顕微鏡観察の結果、５～３５μｍの粒子であることが判明した。また、重量平均分
子量を測定すると分子量は９００万であった。
【００３７】
［実施例１]
　排泥水（比重１．２）１０００ｍｌを強制攪拌ミキサーに投入し、フライアッシュ（可
燃ゴミ焼却灰）５００ｇ、キレート剤としてエチレンジアミン四酢酸を７．５ｇ（対フラ
イアッシュ１．５質量％、対全量０．３９％）添加・混合した後、合成例１で製造した試
料－１の（メタ）アクリル系高分子凝集剤を１ｇ添加混合し、セメント２００ｇを添加混
合し、処理後の状態を観察した。
　また、突き固めによる土の締固め試験方法に準じて試料土を作成し、貫入試験は、ポー
タブルコーン貫入試験を行った（試験方法：ＪＩＳ－Ａ－１２１０に準じる）。
【００３８】
　先端角３０度の円錐コーン（コーン底面積６．４５ｃｍ2 および３．２３ｃｍ2 ）を、
人力により１ｃｍ／ｓの速度で圧入し、１０ｃｍごとに３０ｃｍまでの貫入抵抗値を測定
して平均を求めた。この貫入抵抗値を底面積で除しコーン指数を算出した。
　結果を表１に示す。表１中、排泥水は、ミリリットル単位、各添加剤はグラム単位、コ



(8) JP 4182011 B2 2008.11.19

10

20

30

40

50

ーン指数の単位は、ＫＮ／ｍ2 である。
【００３９】
［実施例２～６］
　実施例１と同様な操作によって排泥水に表１に示した各成分の量を添加混合し、処理後
の状態を観察し、実施例１と同様にしてポータブルコーン貫入試験を行った。結果を表１
に示す。
【００４０】
（比較例１～４）
　実施例１と同様な操作によって排泥水に表１に示した成分の量を添加混合し、処理後の
状態を観察し、試験を行なった。結果を表１に示す。
【００４１】
【表１】

【００４２】
　表１から、実施例１～６においては、排泥水を良好に造粒改質することができたことが
判る。造粒改質した造粒土を埋め戻し材として利用するために強度を測定したところ、コ
ーン指数１，０００～２，０００ＫＮ／ｍ2 であった。配合によってはコーン指数３，０
００ＫＮ／ｍ2 以上の強度も可能であるが、コーン指数１，０００～２，０００ＫＮ／ｍ
2 であれば通常の埋め戻し材の強度としては十分である。
　一方、比較例１の配合において強制攪拌ミキサーに排泥水と（メタ）アクリル系高分子
凝集剤を添加混合し、セメントを加え攪拌したところ、液状のままであった。
　比較例２の配合において強制攪拌ミキサーに排泥水と（メタ）アクリル系高分子凝集剤
を添加混合し、フライアッシュを加え攪拌したところ、柔らかい塊であった。
　比較例３の配合において強制攪拌ミキサーに排泥水を添加混合し、フライアッシュ、セ
メントを加え攪拌したところ、造粒可能であったが、強度は非常に弱かった。
　比較例４の配合において強制攪拌ミキサーに排泥水を添加混合し、フライアッシュを加
え攪拌したところ、柔らかい塊であった。
【００４３】
（比較例５）
　実施例１と同じフライアッシュを用い、造粒化した後の重金属イオンの溶出試験を行っ
た。初めにキレート剤を添加しないで固化、造粒した後の各重金属の溶出量を試験した。
　すなわち、溶出排泥水（比重１．２）１０００ｍｌを強制攪拌ミキサーに投入し、フラ
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イアッシュ（可燃ゴミ焼却灰）５００ｇ、試料－１の（メタ）アクリル系高分子凝縮剤を
１ｇ添加混合し、セメント２００ｇを添加混合し造粒した。その後、２４時間放置し、昭
和４８年度環境庁告示１３号により造粒物の溶出試験を行った。その結果を表２に示す。
【００４４】
【表２】

【００４５】
　表２から、比較例５の造粒物は、鉛が埋立基準値を上回っているが、カドミウム、総水
銀、六価クロム、ひ素、セレンはいずれも埋立基準値を下回っていることが判る。
【００４６】
［実施例７］
　溶出排泥水（比重１．２）１０００ｍｌを強制攪拌ミキサーに投入し、実施例１と同じ
フライアッシュ（可燃ゴミ焼却灰）５００ｇ、キレート剤としてエチレンジアミン四酢酸
を対フライアッシュ１％、１．５％、３％それぞれ添加・混合した後、合成例１で製造し
た試料－１の（メタ）アクリル系高分子凝集剤を１ｇ添加混合し、セメント２００ｇを添
加混合し造粒した。その後、２４時間放置し、昭和４８年度環境庁告示１３号により造粒
物の溶出試験を行った。比較例５の造粒物は、鉛のみが埋立基準値を上回っており、カド
ミウム、総水銀、六価クロム、ひ素、セレンはいずれも埋立基準値を下回っているので、
鉛のみ測定した。その結果を表３に示す。
【００４７】

【表３】

【００４８】
　表３から、キレート剤を対フライアッシュ１％を越えて添加・混合すると鉛の溶出量が
埋立基準値を下回ることが判る。
【産業上の利用可能性】
【００４９】
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　本発明の排泥水の改質固化方法は、土木工事現場から発生する排泥水に（ａ）原液のま
ま分散された状態の分散液状（メタ）アクリル系水溶性高分子凝集剤、（ｂ）フライアッ
シュ、（ｃ）セメント、（ｄ）重金属溶出を防止するためのキレート剤を必須成分として
添加して造粒することを特徴とするものであり、土木工事現場から発生する排泥水に、こ
れらの成分を添加して混合・攪拌すると、排泥水中のシルト、粘土分などの微粒子が凝集
しフロックの空隙に水が取り込まれ見かけ上、水が無くなったようにバサバサの状態とな
り造粒化でき、また分散液状（メタ）アクリル系水溶性高分子凝集剤を使用することによ
り、液中に高分子量の（メタ）アクリル系水溶性高分子が微粒状に分散しているので、水
により希釈などせず原液のまま分散された状態で用いることができ、どのような構造のミ
キサでも容易に混練することができ、その結果、従来、産業廃棄物として処理するしかな
かった推進工事など土木工事現場から発生する高含水比の排泥水を、脱水することなく、
あるいは乾燥土を添加して処理土を増加させることなく、簡便な操作により改質固化して
造粒することができ、このようにして改質固化した造粒土を放置することで、セメントと
フライアッシュの水和反応により造粒土の強度が増し、締め固めによる土耐力もあって埋
め戻し用土や造成用土として再利用できる、という顕著な効果を奏する上、重金属溶出を
防止するためのキレート剤を必須成分として添加することにより排泥水中に重金属が含有
されていてもこのキレート剤によって固定化され重金属溶出を防止することができ、改質
固化して造粒した後、造粒物から重金属が溶出してくる恐れがなく二次汚染を防止するこ
とができる、という顕著な効果を奏するので、産業上の利用価値が高い。
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